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アポトーシス細胞との共培養により、in vitroにおいても in vivoにおいても、野生型と比較して、エ
フェロサイトーシスが低下することを見出した。 






C1qa, C1qb, C1qc の promoter領域には、いずれも half-MARE 配列が存在し、種を超えて保存されて
いた。著者は、promoter assayおよびクロマチン免疫沈降法により、ヒト、マウスのいずれにおいても、










序が、C1q の構成要素である C1qa, C1qb, C1qc 発現誘導を介するものであることを初めて示し、MafB
が補体古典的経路の key regulatorであると結論づけている。ゼブラフィッシュやヤツメウナギにおい















平成 28年 7月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
